
   

  

   

  

   

成長を望むための取り組み方として、「のんびり」 「様子を見ながら」 「○○（歳など）までに出来るようになれ

ばいいかなぁ」は、正直時間もかかり、もしかしたら想像していた成長に繋がらないかもしれません。 

  子供の成長は、それを提供する大人の意思も強く持つことです！ 性格、特徴、今のスキルや状態を考え、 

期間を設定して取り組むことです！ そこから 「クリアしている事」 と 「出来ていない、分かっていない事、曖昧や

適当理解」 を見分け、やるべき事を強化していく事です！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  予想もしなかったハプニングや「え?!まさかそこ！」という事、逆に「それもしくはそこまで知ってるんだ！」という 

  事、多いです！ 闇雲に、「出来るようになればいいな～」では成長になかなか繋がらない可能性があります！ 

  反抗期、成長期、思春期には何が起こるかが全く予想がつかないですよ!!!       ご相談ください。 

 

 

 

 

  帰ってきてからの 6項目とミッションボードを始めて 3カ月が経ちました。 

 

 

 

 

また、困っている子をみて助け舟が自然に出ます！ （ただ、スイッチでは必要以上の助け舟は、その子の状況や

課題によりNGにはなってしまう可能性もありますが・・・・。） スタッフがどういう声かけをして言うのかもよく聴き耳を

立てています！ ここに、雨の日（外活動が難しい時）の活動の、「スピードトレーニング」が応用編として意味が出て

きます。  日頃の活動で行っている事の認識力と学び力、今後の細かな課題が見えています。 

6項目に関しては、まだ 2カ月ですが、誘導カードを外しました。 声かけと文字に頼っていた子は戸惑っています。 

ここから、「自分で考える」 「経験した事の認識力」 のチェックは大事です 。ここから出来ていない事の絞り込みと

追及に入ります☆ 

その 32 
  

 

 

 
    

*特性と性格を考慮し、最長（ハプニングを含めて）1 年で確実に出来

そうな事。 

*最短 3カ月からスタート設定が無難と思われます。 

 

 

その 17 

<流れを掴んだ上での応用> 

<期間を決めて取り組む> 

 

期間を定める 

 

今月の活動ポイント！  

 

*実習や高校卒業後までに確実に身に付けておきたい事 

*先を見通した目標及び課題設定 

 

*先ずは、とにかくやってみる！ 

*まめにチェックをし、クリアできたことをいつまでもやらない 

 

 *見守りの目や声かけがなくても、出来るように 「切り離し」 をしていく。 

早い段階での判断がキーポイントです。 

*クリアしている事と、出来ていない事や分かっていない事、

曖昧・適当理解の見極め. 

 

☆ 

 

☆ 

 

成長したい目標 （課題） の決定 

 

行動①（実行） 

 

行動②（切り離し） 

 

現状の確認 

 

流れを掴み、どうしなければならないかも分かってきています。 特に「報連相」に関しての、意識は高くなっています。 

間違えたら「やり直し」は当然。 わからなかったら聞く。 みんな、必死です（笑） そして、よく考えています☆  

考えて出した答えに OK！が出た時の、達成感も味わえていると思います。   

 

 


